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概  要 
 
 
 

 

近年の気候変動により，極端な気象現象の頻度や強度が増大し，水害リスクの評価が困難となっている．特に都市

部の中下流域では，人口密集地域や重要な社会基盤が集中しており，水害による影響が甚大となる可能性が高い． 
筆者らは，河川工事現場における水害リスク管理を目的として，RRI モデルとメソアンサンブル降雨予測を利用し

たリアルタイム河川水位予測システムを構築し，現場試行を行ってきた． 
本報では，リアルタイム河川水位予測システムの精度向上を目的として，令和元年台風第19 号および令和 6 年台

風第10号についてRRIモデルの初期値と解析開始時刻の検討を行うとともに，解析雨量データによる解析手法改良

案の検証を行った．その結果，初期値および解析開始時刻の設定に改良を加えた解析手法改良案が有効であることを

確認した． 
 

成  果 
 
 
 

 

 リアルタイム水位予測システムの精度向上を目的に，RRI モデルの初期値と解析開始時刻の検討を行うとともに，

解析雨量データによる解析手法改良案の検証を行った． 
 初期値の有無による解析結果の精度は，対象の降雨や水位観測所によって異なる．  
 解析開始時刻が降雨開始前であれば，解析開始時刻による解析結果の差異は認められず，流域平均雨量が5mm/h

を超える時刻より6時間以上前を解析開始時刻とすればよい． 
 MEPSデータによる水位予測解析では，Step1でMEPSデータ開始時刻までの解析雨量を用いた解析を行い，Step2

でその結果を初期値として予測解析を行う手法が有効である． 
 

 
 
 

 
 

 

 

図－１ 河川水位予測システム解析改良案 

 

 

図－２ 解析改良案による解析結果 
（治水橋・令和元年台風第19号） 
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